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童話の森 ←ごんぎつねの湯
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※土・日・祝は
一般車両は
駐車できません

マリモファーム

新美南吉記念館は、愛知県半田市出身の児
童文学者・新美南吉の顕彰を目的に建てられ
た文学館です。自筆原稿や日記などの資料、
「ごんぎつね」のジオラマ展示などを通して南吉
の生涯と作品を紹介しています。10月27日（日）
まで安城下宿80周年特別展「日本丁抹（デン
マーク）と南吉の暮らし」が開催中です。

住所：半田市岩滑西町1-10-1
TEL：0569-26-4888　
開館時間：9:30～17:30
料金：210円（中学生以下無料）　
　　 （消費税10％に改定後220円）

新美南吉記念館

田んぼアート

今年の田んぼアートのモチーフ
は「牛をつないだ椿の木」です。
半田市出身の童話作家、新
美南吉の童話です。

ごんの飛び石

半田観光周遊バス
（新美南吉記念館）

ごんくる
バス

南吉記念館北側
車線分離帯あり

岩滑中町

岩滑八幡社

臨時有料駐車場
1台500円、130台
8：00～17：00

WC.

WC.

普通列車
のみ停車
します。

金～ 金209 410
見どころマップ

あぐいふるさとガイドを
見かけたら権現山のこと
を聞いてみてください。

住宅街のため
お静かに。

9/21～29は観光ガ
イドボランティアがご
案内しています。

南吉が子どもの頃、この辺りに
狐が住んでいて、「ごん狐」の名
の由来になったとも言われてい
ます。

権現山
ごん げん やま

※中面の広域地図もご覧ください。

新美南吉 童話「ごんぎつね」の原風景が広がります。

かわらよし

ダイ平水産

てん黒牛の里
本店

テントの出店やキッチンカーなど地
の物やB級グルメがずらり。
同じ敷地内のカフェでは、自家焙
煎珈琲や地元の米を使った巻き
寿司などを提供しています。休憩
にピッタリです。
9:00～16:00

ごんのマルシェ
（花のき村）

※会場周辺には駐車場が少ないので公共交通機関をご利用ください。
※道路やお店への無断駐車はご遠慮ください。ごんの秋まつり会場へのアクセス

名鉄線ご利用の場合

■半田口駅下車（徒歩１０分）　※普通のみ停車
■知多半田駅下車

お車でお越しの場合

[平　日]新美南吉記念館及び周辺の有料臨時駐車場をご利用ください。 
　　　　  ※台数に限りがございます 
［土日祝］蔵のまち東駐車場の臨時駐車場をご利用ください。蔵のまち東駐車場からご

んの秋まつり会場までは、半田観光周遊バス（無料）をご利用頂けます。半
田運河・蔵のまちバス停（株式会社ミツカングループ本社前）を経由して
新美南吉記念館と半田赤レンガ建物に停車します。

　　　　利用時間／アイプラザ半田   始発  9：00～終発16：00
　　　　　　　　　新美南吉記念館 始発10：26～終発17：30 
※荒天時や開花の状況により運行スケジュールが変更される場合があります。 
※詳細は半田市観光協会ホームページ（http://www.handa-kankou.com/）をご覧ください。

○定額タクシー（料金片道1000円/所要時間約10分） 
名鉄知多半田駅前と新美南吉記念館の区間を、定額料金で利用できます。
利用方法／駅前ロータリー又は新美南吉記念館のタクシーのりばより
名鉄知多タクシー、安全タクシー、サンレータクシーにご乗車ください。
○レンタサイクル（料金300～500円/所要時間約20分） 
　利用方法/駅前観光案内所で貸し出しています。
○ごんくるバス（片道料金100円/所要時間約15分） 
　利用方法/雁宿ホール前ごんくるバス停留所C14より「南吉バス」にご乗車ください。

お土産や地元物産の販売。
9:00～16:00
※休憩スペースあり

お休み処

南吉の母校で、昭和6年には代
用教員として教鞭をとった学校
でもあります。

岩滑小学校
やなべ

矢勝川の両岸を行
き来できます。

アイプラザ
半田

臨時駐車場

半田運河
蔵のまち

新美南吉
記念館

半田
赤レンガ
建物

（名鉄住吉町駅
徒歩5分）

（JR半田駅
徒歩4分）

TEL.0569-32-3264半田市観光協会 半田市東洋町一丁目8番地
営業時間：８：３０～１７：３０■問合わせ先 ：

《半田市観光周遊バス（無料）》
土・日・祝のみ運行

表

童話の里を彩る
300万本の彼岸花
平成2年のこと、生前の南吉を知る一人の地元の住人が、ある壮大な計画を思い立ちまし
た。“南吉がよく散策した矢勝川の堤をキャンバスに、彼岸花で真っ赤な風景を描こう。”
ただ一人で草を刈り、球根を植えるその姿に、一人また一人と手伝う人が現れ、大きく活動が
広がっています。現在では、秋の彼岸（9月下旬）になると、東西約1.5kmに渡って300万本も
の彼岸花が咲くようになりました。

※開花・天候により中止・変更になることがございますのでご注意ください。

ガイドと朗読付き彼岸花ウォーク229 日 26・9  木

彼岸花が咲く南吉のふるさとをガイドボランティア「南吉案内人」と共に歩きます。
予約制 新美南吉記念館 問い合わせ先：0569-26-4888

239 18：30～月祝 彼岸花のライトアップ
■場所／矢勝川堤
ハナノヒカリプロジェクト2019彼岸花のライトアップを行います。幻想的な光景をぜひご覧ください。

239 15：30～月祝

彼岸花と結婚式を組み合わせた「彼岸花の花嫁行列」。14:30から神社で神前式の挙
式をし、そのあと15:30ごろ彼岸花が咲く矢勝川堤で花嫁行列を行います。

彼岸花の結婚式と花嫁行列
■場所／岩滑八幡社、矢勝川堤

街頭紙芝居やさん
■場所／新美南吉記念館、矢勝川堤周辺

期間中の土 日 祝

昔懐かしい街頭紙芝居で南吉童話の読み聞かせを行います。
①新美南吉記念館屋外休憩場 10：30～、13：30～　②矢勝川堤観音さん前 11：00～、14：00～
③花のき村 11：30～、14：30～　④お休み処 12：00～、15：00～

※雨天時は新美南吉記念館館内で実施
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